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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムの第１の光源の光出力に埋め込まれる第１のコードに含まれる繰り返しの
Ｎ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するための検出システムであって、前記検出シ
ステムは、シーンの一連の画像を取得するためのカメラと、繰り返しのＮ個のシンボルの
第１のシーケンスを決定するために、取得した一連の画像を処理する処理ユニットとを有
し、各取得した画像は複数のピクセルを含み、各ピクセルはシーン内の異なる物理的位置
で前記照明システムの全光出力の強度を表し、前記照明システムの全光出力がシーン内の
少なくとも一つの物理的位置に第１の光源の照明寄与を有し、一連の画像は少なくともＮ
個の異なる画像を有し、少なくともＮ個の異なる画像の各画像は、繰り返しのＮ個のシン
ボルの第１のシーケンス内の異なる時間的位置で一つ以上の露出時間を有する全体の露光
時間で取得され、各画像に対して、前記全体の露光時間は前記カメラのフレーム時間より
短い、検出システム。
【請求項２】
　繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するために取得した一連の画像を
処理するために、前記処理ユニットは、第１の光源の光出力に第１のコードを埋め込むた
めに用いられる変調のタイプを決定し、決定された変調のタイプに基づいて、第１のコー
ドの異なるシンボルを区別している一つ以上の閾値を決定し、第１の光源の光出力を有す
るシーン内の少なくとも一つの物理的位置に対応する取得した一連の画像のピクセルのシ
ーケンスの各ピクセルを、一つ以上の決定された閾値の少なくとも１つと比較することに
より、繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定する、請求項１に記載の検出
システム。
【請求項３】
　前記処理ユニットは、更に、第１の光源の光出力を有するシーン内の少なくとも一つの
物理的位置が第１の光源の光出力だけを有すると決定する、請求項２に記載の検出システ
ム。
【請求項４】
　Ｎ個のシンボルの少なくとも一つの第１のシーケンスは、シンボルの中間のシーケンス
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によりＮ個のシンボルの他の第１のシーケンスから分けられる、請求項２又は３に記載の
検出システム。
【請求項５】
　繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するために取得した一連の画像を
処理するため、処理ユニットは、更に、第１の光源の光出力を有するシーン内の少なくと
も一つの物理的位置に対応する取得した一連の画像のピクセルのシーケンスをシンボルの
中間のシーケンスと相関させ、当該相関に基づいて、Ｎ個のシンボルの少なくとも一つの
第１のシーケンスの始まりを決定し、Ｎ個のシンボルの他の第１のシーケンスの始まりを
決定し、及び／又は、第１の光源の光出力を有するシーン内の少なくとも一つの物理的位
置が第１の光源の光出力だけを有すると決定する、請求項４に記載の検出システム。
【請求項６】
　シンボルの中間のシーケンスは、第１の光源の光出力に第１のコードを埋め込むために
用いられる変調のタイプを示す、請求項４又は５に記載の検出システム。
【請求項７】
　一つ以上の露出時間の各々の期間がＮ個のシンボルの第１のシーケンスの一つのシンボ
ルの期間に等しい、請求項１乃至６の何れか一項に記載の検出システム。
【請求項８】
　一つ以上の露出時間が２つ以上の連続的な露出時間の単一の露出を有する、請求項１乃
至７の何れか一項に記載の検出システム。
【請求項９】
　一つ以上の露出時間が２つ以上の非連続的な露出時間を有する、請求項１乃至７の何れ
か一項に記載の検出システム。
【請求項１０】
　前記処理ユニットは、更に、第１の光源の光出力を有するシーン内の少なくとも一つの
物理的位置に対応する取得した一連の画像のピクセルのシーケンスに、全体の露光時間内
の一つより多い露出時間を持つことを可能にする変換を適用する、請求項８又は９に記載
の検出システム。
【請求項１１】
　カメラのフレームレートが、第１の光源の光出力に第１のコードを埋め込むために使用
される変調の周波数より低い、請求項１乃至１０の何れか一項に記載の検出システム。
【請求項１２】
　第１のコードに含まれる繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するため
の方法であって、前記方法は、シーンの一連の画像を取得する取得ステップであって、各
取得した画像は複数のピクセルを含み、各ピクセルはシーン内の異なる物理的位置での照
明システムの全光出力の強度を表し、前記照明システムの全光出力がシーン内の少なくと
も一つの物理的位置に第１の光源の光出力を有し、一連の画像は少なくともＮ個の異なる
画像を有し、少なくともＮ個の異なる画像の各画像は、繰り返しのＮ個のシンボルの第１
のシーケンス内の異なる時間的位置で一つ以上の露出時間を有する全体の露光時間で取得
される前記取得ステップと、繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するた
め取得した一連の画像を処理するステップとを有し、各画像に対して、前記全体の露光時
間はカメラのフレーム時間より短い、方法。
【請求項１３】
　繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するために取得した一連の画像を
処理するステップは、第１の光源の光出力に第１のコードを埋め込むために用いられる変
調のタイプを決定するステップと、決定された変調のタイプに基づいて、第１のコードの
異なるシンボルを区別する一つ以上の閾値を決定するステップと、決定された一つ以上の
閾値の少なくとも１つと、第１の光源の光出力を有するシーン内の少なくとも一つの物理
的位置に対応する取得した一連の画像のピクセルのシーケンスの各ピクセルとを比較する
ことにより、繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを決定するステップとを有す
る、請求項１２に記載の方法。
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【請求項１４】
　一つ以上の露出時間が２つ以上の露出時間を有し、繰り返しのＮ個のシンボルの第１の
シーケンスを決定するために取得した一連の画像を処理するステップは、更に、全体の露
出時間内の複数の露出時間を持たせることを可能にする変換を、第１の光源の光出力を有
するシーン内の少なくとも一つの物理的位置に対応する取得した一連の画像のピクセルの
シーケンスに適用するステップを有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項２に記載の検出システムで実行されるとき、第１の光源の光出力に第１のコード
を埋めるために用いられる変調のタイプを決定するステップと、決定された変調のタイプ
に基づいて、第１のコードの異なるシンボルを区別する一つ以上の閾値を決定するステッ
プと、決定された一つ以上の閾値の少なくとも一つと、第１の光源の光出力を有するシー
ン内の少なくとも一つの物理的位置に対応する取得した一連の画像のピクセルのシーケン
スの各ピクセルとを比較することにより繰り返しのＮ個のシンボルの第１のシーケンスを
決定するステップとを有するステップを実施するためのソフトウエアコード部分を有する
、コンピュータプログラム。
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